
古
代
中
国
に

b
け
る
種
族
共
同
体
の
再
編
過
程
と
政
治
地
域

池

善

昭

田

政
治
地
域
の
歴
史
地
理
学
的
分
析
の
理
論
的
前
提
に
つ
い
て
は
既
に
略
述
し
た
(

1

)

が、

古
代
と
く
に
農
耕
経
済
確
立
前
後
の
政
治
地

古代中国における種族共同体の再編過程と政治地域

域
の
構
造
は
、
地
域
集
団
と
く
に
種
族
共
同
体
の
分
解
と
再
編
の
過
程
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
多
く
の
疑
点
を
苧
み
な
が
ら
も
、

政
治
の
地
域
へ
の
投
影
の
諸
様
式
を
本
源
的
に
提
示
す
る
。

政
治
地
域
の
萌
芽
的
形
成
は
、
人
間
集
団
の
特
定
地
域
の
占
拠
(
。

2
C匂
担

50)
と
、
占
拠
領
域
の
区
画
(
ロ

G
R件
目
。
ロ
汁
)
を
形
成

す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。
こ
の
場
合
、
本
源
的
な
地
域
集
団
と
し
て
の
種
族
共
同
体
は
、

か
れ
ら
の
保
持
す
る
文
化
類
型
の
質
と
段

階
に
即
応
し
て
、
固
有
の
存
在
様
式
を
有
し
、
固
有
の
文
化
圏
・
社
会
圏
な
い
し
生
産
圏
を
画
定
す
る
。
人
間
生
態
学
に
お
け
る
人
間
1

そ
こ
か
ら
発
展
し
た
「
す
み
わ
け
」
の
理
論
、
こ
れ
は
原
初
的
段
階
に
お
け
る
種
族
共
同
体
の
環
境
へ

サ
ー
ク

ν
1
シ
ヨ
ン

の
対
応
と
し
て
の
限
り
に
お
い
て
適
用
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、
集
団
成
員
の
社
会
構
成
体
に
お
け
る
地
位
1
1
l
そ
れ
は
分
業
と
流
通

イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
イ

1

イ
ン
テ
グ

ν
l
シ
冨
ン

を
媒
介
と
し
て
い
る

l
!と
、
集
団
成
員
の
形
成
す
る
社
会
の
存
在
様
式
、
成
員
聞
に
自
律
的
な
い
し
他
律
に
作
用
す
る
統
合
的
機
能
の

土
地
系
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
理
論
、

分
析
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
れ
ら
諸
要
因
は
、
共
同
体
の
地
域
へ
の
配
置
形
態
と
し
て
の
集
落
の
立
地
様
式
を
規
定
し
、

血
縁
集
団
の
地
縁
集
団
へ
の
転
化
の
過
程
に
お
い
て
、
種
族
共
同
体
の
解
体
な
い
し
再
編
の
様
式
を
方
向
づ
け
る
。
古
代
国
家
に
お
い
て

は
、
付
定
着
居
住
民
の
形
成
と
そ
の
人
口
の
地
域
的
集
積
同
移
動
民
と
定
着
民
と
の
聞
の
文
化
圏
の
包
摂
国
異
種
族
と
の
接
触
に
よ
る
文

21 

化
の
伝
播
等
を
媒
介
と
し
て
、
付
首
都
及
び
首
都
関
係
圏
の
形
成
、

同
首
都
と
辺
墳
と
の
機
能
的
結
合
が
み
ら
れ
、

そ
の
様
式
の
外
延
的
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拡
大
(
面
積
的
拡
大
す
な
わ
ち
伝
播
、

さ
ら
に
交
流
に
進
む
)
と
内
包
的
発
展
(
前
者
の
横
の
関
係
に
対
し
て
縦
の
闘
係
を
な
し
、
社
会

階
層
の
序
列
的
形
成
を
促
す
)
の
多
様
な
絡
み
合
い
に
よ
っ
て
、
地
縁
集
団
の
土
地
占
有
の
様
式
、

さ
ら
に
種
族
共
同
体
の
再
編
成
様
式

が
形
成
さ
れ
る
。
原
始
共
同
体
社
会
か
ら
奴
隷
制
社
会
へ
の
移
行
が
即
ち
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
過
程
が
古
代
的
段
階
に
お
け
る
政
治
的
核

心
地
域
の
形
成
、
さ
ら
に
核
心
の
機
能
の
外
延
的
拡
大
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
核
心
の
周
辺
諸
地
域
に
お
い
て
は
、
前
段
階

の
遺
制
は
一
般
に
微
弱
で
、
結
合
的
機
能
の
優
位
と
生
産
諸
力
の
発
展
に
伴
う
経
済
的
機
能
の
地
域
的
移
動
が
局
地
的
諸
条
件
の
平
準
化

を
促
進
し
う
る
限
り
に
お
い
て
は
、
核
心
の
立
地
を
転
じ
集
団
の
地
域
へ
の
投
影
方
式
を
変
貌
さ
せ
る
。
既
に
川
喜
田
二
郎
に
よ
り
提
示

さ
れ
た
農
耕
民
・
遊
牧
民
・
農
牧
民
の
政
治
地
域
に
お
け
る
機
能
の
試
論
(
2
〉
、
江
上
政
夫
に
よ
る
文
化
類
型
の
論
ハ
3
u

に
み
ら
れ
る
如

く
、
こ
れ
ら
の
発
展
の
諸
様
式
を
規
定
す
る
も
の
は
、
他
な
ら
ぬ
地
域
的
諸
条
件
の
中
で
自
己
の
生
存
を
維
持
し
再
生
産
す
る
社
会
集
団

そ
の
も
の
の
存
在
様
式
で
あ
る
。

一
、
古
代
的
段
階
に
お
け
る
政
治
地
域
の
構
造
論

生
活
圏
の
画
定
、
こ
れ
は
採
集
・
狩
猟
段
階
の
分
散
的
H
局
地
的
立
地
か
ら
農
耕
・
牧
畜
段
階
の
定
住
集
落
の
立
地
に
進
む
に
つ
れ
て

決
定
づ
け
ら
れ
る
。
原
始
社
会
よ
り
古
代
奴
隷
制
に
発
展
す
る
過
程
は
、
種
族
共
同
体
の
再
編
解
体
過
程
に
照
応
し
、
生
産
力
の
発
展
に

伴
う
階
級
的
秩
序
へ
の
再
編
過
程
に
照
応
し
、
地
域
に
固
有
な
様
式
を
も
っ
て
首
都
I
1首
都
圏
|
|
領
域
の
配
置
を
生
ず
る
。
種
族
共

同
体
よ
り
氏
族
共
同
体
、

さ
ら
に
村
落
共
同
体
へ
の
発
展
の
過
程
、
こ
の
中
に
は
「
共
同
体
」
の
原
初
的
形
成
に
あ
ず
か
る
環
境
要
因
と

生
産
様
式
の
対
決
の
課
題
が
あ
る
つ

定
に
つ
ら
な
る
。
こ
の
間
に
、
種
族
の
移
動
に
伴
い
原
種
族
と
移
動
種
族
と
の
間
の
利
害
の
対
立
、

社
会
的
結
合
の
本
源
的
形
態
と
し
て
の
群

i
l母
系
氏
族
共
同
体
|
!
父
系
氏
族
共
同
体
の
発
展
は
、
婚
姻
圏
の
縮
小
、
生
産
圏
の
画

さ
ら
に
共
同
体
内
部
の
規
制
が
強
化
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古代国家の内部構造の 1例

一村落一

一村落一政治|都市一村落一

一植民地一交通都市・・・商業都市・・・

一村落一政治|都市一村落一

一村落一

第1表

村落

一村手喜一政治都市一村落ー

一村落一

一村落一罪空Z一村落ー
一村落一

辺境軍」基地 (2) 

(1) 

同じクリスタラー結合でも， (1)は完全な集央的結合と政治都市およ
び地方政庁所在地の圧倒的優位に立っている。(アジア型) (副主集中
的結合は弱く，他の都市国家との間，あるいは商業植民地との聞に連
鎖的結合の優位に立っている。(オリエント型)

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
農
耕
経
済
が
人
工
濯
慨
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
濯
減
労

働
の
管
理
組
織
を
必
要
と
し
た
場
合
、
奴
隷
制
は
古
典
的
に
形
成
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
、
原
初
的
な
小
国
家
が
形
成
さ
れ
、
河
川
疏
域
に
お
け
る
水
刺
の
調
整
と

そ
の
統
一
的
体
系
を
す
す
め
た
。
水
利
共
同
体
は
、

そ
れ
自
身
地
域
社
会
と
環
境

の
複
合
体
を
形
成
し
、
周
辺
の
異
質
集
団
と
の
文
化
交
流
が
阻
止
さ
れ
る
場
合
に

は
、
す
な
わ
ち
内
包
的
発
展
が
優
先
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
自
身
の
「
生
態
的
均

衡
」
を
維
持
H
再
生
産
す
る
。
自
然
的
な
水
利
体
系
の
分
散
1

1
造
山
帯
の
沖
積

低
地
の
一
般
的
形
態
1
1
6
に
基
因
す
る
地
域
集
団
の
占
拠
域
の
分
散
立
地
、
季
節

風
気
候
の
不
確
定
な
降
雨
に
伴
、
う
水
利
の
集
約
的
利
用
の
必
要
性
、
と
れ
ら
環
境

へ
の
生
産
様
式
の
対
決
の
制
約
、
こ
れ
だ
け
が
ア
ジ
ア
的
農
耕
社
会
の
属
性
で
は

な
い
。
し
か
し
、
天
水
濯
慨
に
根
を
下
ろ
し
た
偏
西
風
の
風
土
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

的
農
牧
と
対
比
す
る
ア
ジ
ア
的
農
耕
と
の
聞
の
、
共
同
体
形
成
の
基
本
的
H
原
初

的
段
階
は
こ
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
始
め
て
解
き
う
る
も
の
で
は
な
い
か
。
し

か
も
、
半
乾
燥
気
候
な
い
し
季
節
風
気
候
縁
辺
域
に
立
地
し
た
ア
ジ
ア
的
農
耕
社

会
は
、

そ
の
水
利
体
系
の
統
一
を
よ
り
高
度
に
要
求
し
、
治
水
と
濯
概
の
課
題
を

統
一
的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ

l
ゲ
ル
の
方
式
、

と
く
に
そ
の
官
僚
制
の
早
期
的
成
熟
に
基
づ
く
ア
ジ
ア
的
専
制
の
理
論

2
v
は
ウ
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ェ
1
パ
l
(
5
)
に
も
片
鱗
が
何
わ
れ
る
が
、

そ
の
提
起
さ
れ
た
問
題
に
は
ま
だ
多
く
の
未
解
決
の
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

古
代
的
段
階
に
お
い
て
は
、
政
治
的
都
市
の
粛
芽
が
み
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
既
に
共
同
体
的
基
礎
の
中
に
立
地
の
基
本
要
因
を
ひ
そ
め

て
い
る
。
古
代
都
市
が
必
ず
し
も
社
会
的
分
業
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
古
典
古
代
に
お
け
る
都
市
国
家
に
お
い
て
は
政

治
の
中
心
即
ち
消
貸
の
中
心
と
い
う
平
行
関
係
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、

ア
ジ
ア
社
会
に
お
い
て
は
皇
帝
の
居
城
、
国
家
官
僚
の
地
方
に

お
け
る
居
城
、
軍
の
駐
屯
地
と
し
て
の
都
市
の
立
地
が
優
先
し
、
港
湾
都
市
・
交
通
都
市
な
ど
は
こ
の
附
属
的
機
関
と
し
て
、
あ
る
い
は

派
生
と
し
て
立
地
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
質
的
な
相
異
が
あ
っ
た
の
は
、
何
に
基
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
と
の
中
か

ら
、
都
市
の
原
理
を
国
家
の
原
理
と
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
市
民
が
社
会
の
に
な
い
手
と
し
て
、
都
市
の
原
理
の
拡
大
と
し
て

の
制
度
を
国
家
が
受
け
と
り
、
国
家
的
な
規
模
に
敷
街
し
、
都
市
の
発
展
と
地
域
的
分
業
は
並
行
し
た
。
近
代
に
お
い
て
も
、

た
と
え
ば

中
国
で
は
「
人
と
国
家
と
の
中
間
に
あ
る
地
縁
的
あ
る
い
は
政
治
的
な
共
同
体
即
ち
の

0
5
5ロ
巳
与

の
下
か
ら
の
社
会
形
成
力
が
弱
い

た
め
に
、
巨
大
な
国
家
の
原
理
が
租
先
の
宗
朝
を
肥
る
」
(
6
〉
原
理
の
中
に
、
個
人
と
同
族
主
義
と
の
二
元
的
構
成
は
、
中
国
の
都
市
を
宗

族
や
郷
党
と
の
紐
帯
か
ら
断
ち
切
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
的
都
市
の
機
能
は
、

イ
ン
ド
で
は
カ
ス
ト
制
に
よ
り
強
固
に
維
持

さ
れ
た
政
治
都
市
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。

ア
ジ
ア
的
古
代
共
同
体
は
、

土
地
を
基
礎
と
す
る
小
共
同
体
の
上
に
立
つ
包
括
的
統
一
体
が
、

上
位
の
所
有
者
又
は
唯
一
の
所
有
者
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
形
態
を
確
立
し
つ
つ
、
互
い
に
独
立
し
た
小
共
同
体
(
と
の
中
で
は
個
人
が
割
り
当
て
ら
れ
た
土
地
で
家
族
と
一
緒
に

独
立
に
労
働
す
る
)
に
共
通
の
課
題
と
な
っ
た
水
利
体
系
の
統
一
を
解
決
す
る
過
程
の
中
で
工
業
と
農
業
の
結
合
が
保
た
れ
、
自
給
自
足

体
制
即
ち
再
生
産
と
剰
余
生
産
と
の
す
べ
て
を
自
身
の
う
ち
に
含
む
体
制
を
維
持
し
た
〔
7
)
O

都
市
の
立
地
が
政
治
的
な
も
の
に
限
定
さ

れ
た
と
と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
条
件
と
密
接
に
関
係
し
、
用
水
路
・
交
通
手
段
も
従
っ
て
専
制
政
府
の
事
業
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。



二
、
種
族
共
同
体
の
形
成
と
環
境
要
因

共
同
体
は
本
源
的
に
は
血
縁
共
同
体
と
し
て
出
発
し
、

や
が
て
種
族
共
同
体
に
発
展
し
た
。
種
族
共
同
体
は
血
縁
共
同
体
の
発
展
と
し

て
、
地
縁
共
同
体
へ
の
本
格
的
な
転
化
の
要
素
を
包
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
転
化
の
過
程
は
あ
ら
ゆ
る
要
素
に
つ
い
て
均
等
に
行
わ
れ
な
い

で
、
種
族
の
氏
族
、

さ
ら
に
家
族
へ
の
分
解
も
従
っ
て
、
種
族
共
同
体
原
理
の
優
先
(
イ
ン
ド
的
形
態
)
、
種
族
共
同
体
の
発
援
に
伴
う

古代中国における種族共同代の再編過程と政治地域

血
縁
・
言
語
・
慣
習
の
統
一
、
家
族
問
の
結
合
に
お
け
る
同
族
原
理
の
優
位
(
中
国
的
)
等
の
諸
形
態
を
と
っ
た
。

ア
ジ
ア
的
形
態
で
は
、
生
産
の
基
本
的
生
産
手
段
と
し
て
の
土
地
と
水
と
は
も
っ
ぱ
ら
全
共
同
体
に
所
属
し
、
共
同
体
は
完
全
な
ま
た

し
か
も
諸
設
備
は
集
団
労
働
に
よ
っ
て
維
持
す
る
必
要
か
ら
共
同
体
の
上
位
へ
の
包
摂
が
前
段

階
の
ま
ま
で
進
め
ら
れ
た
ο

生
産
手
段
に
対
す
る
私
的
所
有
の
発
展
が
か
な
り
強
固
な
基
礎
を
も
ち
、
奴
隷
制
の
中
に
債
務
奴
隷
を
展
開

は
部
分
的
な
自
治
権
を
も
ち
な
が
ら
も
、

し
つ
つ
も
、
手
工
業
と
荷
業
の
発
展
に
つ
れ
て
債
務
奴
隷
制
の
早
期
廃
止
に
歩
ん
だ
古
典
古
代
と
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
っ
た
。
種
族
あ

る
い
は
そ
の
部
分
体
た
る
血
縁
集
団
が
土
地
の
共
同
占
取
の
主
体
で
あ
る
ア
ジ
ア
的
共
同
体
で
は
、
「
種
族
」
組
織
が
共
同
体
の
支
柱
を

構
成
す
る
基
本
共
同
態
(

8

)

で
あ
り
、
こ
の
内
部
で
村
落
や
家
族
な
ど
の
従
属
的
共
同
態
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
と
れ
は
、
家
父
長
制
家
族

共
同
態
と
し
て
、

さ
ら
に
家
父
長
制
大
家
族
な
い
し
同
族
団
の
連
繋
体
と
も
い
う
べ
き
様
相
を
示
す
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
と
こ
に

特
妹
ア
ジ
ア
的
な
階
級
分
化
の
起
点
が
あ
る
。

「
土
地
の
私
的
所
有
は
、

ま
だ
「
聞
い
込
み
地
」
と
い
う
形
で
わ
ず
か
に
橋
頭
壁
を
つ
く

っ
て
い
る
」
〈
と
に
過
ぎ
ず
、

と
く
に
イ
ン
ド
で
は
カ
ス
ト
と
い
う
形
に
固
定
化
さ
れ
た
種
族
問
分
業
と
結
合
し
て
、

共
同
体
内
分
業
が
不

変
の
比
率
と
形
態
に
ま
で
化
石
兆
し
た
。
都
市
は
、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
種
族
共
同
体
の
何
ら
か
の
形
に
お
け
る
転
化
形
態
に
す
ぎ
ず
、

サ
イ
ク
レ
ー
シ
ヨ
シ

そ
れ
自
体
独
自
の
共
同
体
で
は
な
い
。
地
中
海
治
岸
の
古
代
都
市
国
家
は
、
連
鎖
的
結
合
を
生
産
し
需
要
し
た
。
古
代
農
業
の
中
心

25 

地
た
る
オ
リ
エ
ン
ト
の
辺
境
と
し
て
、

い
わ
ば
移
住
植
民
地
的
機
能
の
上
に
古
典
古
代
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
は
治
水
濯
慨
が
や
が
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て
命
題
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
場
合
に
も
、

ア
ジ
ア
的
形
態
に
そ
の
類
型
を
示
す
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
根
本
要
因
の
一
つ
で
も
あ
ろ
う

か
。
古
典
古
代
は
ア
ジ
ア
的
な
も
の
に
比
べ
て
、

は
る
か
に
高
度
な
社
会
的
分
業
を
包
含
し
、
こ
の
中
か
ら
軍
事
的
職
業
集
団
を
独
立
さ

せ
る
。
血
縁
的
結
合
は
と
の
過
程
の
中
で
決
定
的
に
規
制
と
し
て
の
機
能
を
ゆ
る
め
、
戦
士
共
同
体
を
地
域
的
に
分
化
す
る
。
ア
ジ
ア
的

形
態
に
お
い
て
は
、
私
的
個
人
の
成
長
が
抑
圧
さ
れ
、
農
業
共
同
体
そ
れ
自
体
が
一
般
奴
隷
制
の
基
盤
に
転
化
し
得
た
。
古
典
古
代
の
都

市
は
、
古
代
的
分
業
の
派
生
か
ら
生
ま
れ
た
集
住
の
地
域
的
形
態
と
し
て
立
地
を
展
開
す
る
。

ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
水
利
の
機
能
、

そ
れ
に
は
か
な
り
の
疑
問
と
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

ア
ジ
ア
各
地
域
の
個
性
的
発
展
の
要

因
の
、
基
本
的
な
部
分
を
構
成
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
隔
離
さ
れ
て
存
在
す
る
い
く
つ
か
の
河
川
体
系
を
中
心
に
治
水
複
合
体
が
形
成

さ
れ
、
政
治
体
制
と
軍
事
体
制
が
れ
を
包
摂
し
て
ゆ
く
。
日
本
で
は
、
河
川
流
域
単
位
の
狭
小
さ
の
反
映
と
し
て
、
濯
灘
も
単
に
地
方
的

な
規
模
で
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
封
建
体
制
の
本
格
的
な
発
展
の
有
利
な
自
然
的
目
地
域
的
H

生
産
力
条
件
が
徐
々
に
準
備
さ
れ
て
行
つ

た
。
中
国
で
も
、
黄
河
の
地
理
的
H

生
産
力
背
景
を
な
す
後
背
地
で
、
局
地
的
な
井
水
濯
概
と
河
川
築
堤
の
蔚
芽
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る

中
国
的
古
代
的
封
建
制
を
成
立
さ
せ
た
。

し
か
し
、
環
境
の
多
様
性
の
中
に
い
わ
ば
対
立
的
な
種
族
共
同
体
を
形
成
し
た
ア
ジ
ア
は
、

タ
イ
ガ
の
狩
猟
文
化
圏
、
乾
燥
圏
の
遊
牧

文
化
圏
、

モ
ン
ス
ー
ン
気
候
帯
及
び
周
辺
域
の
農
耕
文
化
圏
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
史
的
展
開
を
歩
ま
せ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
圏
の
接
触
は
た
え
ず
自
己
社
会
の
拡
大
と
し
て
、
同
化
を
こ
と
と
し
た
文
化
変
容
を
支
配
種
族
の
優
位
に
お
い
て
進
め
た
。
中
国

で
は
、
こ
れ
を
夷
抗
感
覚
と
し
て
固
定
し
、
古
代
思
想
と
し
て
の
儒
教
の
外
的
要
因
た
ら
し
め
た
。

紀
元
前
三

0
0
0年
紀
よ
り
二

O
O
O年
紀
の
問
中
国
の
農
耕
文
化
は
確
国
た
る
足
場
を
固
め
た
。
洛
水
・
滑
水
の
合
流
地
点
に
形
成

さ
れ
た
沙
苑
文
化
は
、
中
石
器
時
代
の
細
石
器
文
化
と
し
て
、
後
に
長
城
以
北
を
特
色
づ
け
る
遊
牧
文
化
を
展
開
し
た
が
、
黄
土
台
地
の
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第1図古代前期の地域構造

アジアには，タイガ地域から 第1図
朝鮮半島にのびる狩猟文化圏

(極北古文化)，モンゴールから

中央アジアに拡がる牧畜文化圏

(ユーラシア草原文化)，モンス

ーン気候干普及びその周辺に展開

する採集文化圏(南方文化)， こ

れらの接壊地帯ないし自然的環

境の局地的優位による農耕文化

圏(原始農耕文化)が対立した。

これらは，その文化類型の局地

性と対立とによって，相互にそ

の個性を維持した。この中から

農耕文化圏の拡大とそのにない

手となった民族(正しくは種族

群)による政治地域の初期的形

成がみられる。

1 興安嶺

2-3 太行山脈
4 秦嶺

第2図古代中国の地域的単元

1.遼河下流域…「夷」の地域で，満州族の居

住地。極北古文化のにない手たる狩猟民族

のエクメネの南限でもあった。

2.北部高原北域…「欽jの地域で，太行山脈
以西オルドス付近まで。ユーラシア草原文

化のにない手たる牧畜民族のエクメネの東

限であり，農耕民との接触地帯でもあった。

3.黄河中・下流域…「漢」民族の居住の核心
となった段帝国の文化圏。農耕民は，ここに

根を下ろし，古代国家はここから海水と濯

液とにより中央集権体制の強化の基盤を形

成した。

4.黄土高原地域・・ 2，3の地域の漸移地域と
もいうべきところ。「戎」の地域。

5.揚子江下流域…のちの「呉」の地域。「蛮J
の地域の北限。

6.揚子江中流域…のちの「楚」の地域。
7.秦嶺・四川地域…山地住民(テ 4ベット系)のエクメネの東限。「巴Ji窃」の
地域。
8.斯江・福建地域…のちの「越」の地域がこの北限にある。南は「闘」の地域。
9.珠江流域…「百奥」の地域で南方文化の局地的中心。

テY

10.雲貴高原地域…「演」の地域。
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第3図華北の古代の政治地理的単元
いわゆる北狭・南蛮・東夷・西戎を周辺に

もち，比較的孤立した小邦群が乱立した。
.(第2図と対比)

1.遼河下流域…「燕」の地域。

2.山東地域…「斉」の地域。

3.扮水流域…「晋」の地域一一「貌」と「趨」
が分立してくる。

4.清水流域…「秦」の地域
5.却水上流域…..{宋」の地域ーーのちに

「楚」に蚕食される。
6.伏牛山脈北域・・・「察」の地域}のちの
7.洛河流域・・・「周」の地域Ji韓」の地
域でもある。

8.揚子江下流域…「呉jの地域1
9.銭塘江流域・・・「越」の地域jのちに「楚」に蚕食される。
10.揚子江中流域・・・「楚」の地域

第3図

周
辺
低
地
で
は
農
耕
が
発
展
し
た
c

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
最
初
の
開
拓
地
は
沼
沢
地
で

あ
っ
た
が
、
黄
土
地
帯
の
乾
地
農
業
は
耕
地
造
成
の
た
め
の
森
林
伐
採
が
疎
林
地
で

あ
る
こ
と
に
よ
り
開
拓
は
容
易
で
あ
っ
た
。
持
耕
が
女
子
労
働
の
手
に
よ
っ
て
展
開

し
、
侠
西
・
山
西
・
河
南
西
部
の
黄
河
中
流
域
に
定
住
集
落
が
立
地
す
る
に
つ
れ
、
濯

減
を
媒
介
と
し
た
共
同
集
団
労
働
の
原
理
が
進
展
し
た
。
黄
河
流
域
を
中
心
に
広
く

四
川
・
台
湾
・
香
港
・
朝
鮮
方
面
に
も
及
ん
で
い
た
彩
間
文
化
は
も
と
も
と
牧
畜
的

色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
が
、
農
耕
が
発
達
す
る
に
つ
れ
農
耕
文
化
本
来
の
黒
陶
文
化

に
お
き
か
わ
っ
て
ゆ
く
。
黒
同
文
化
は
、
黄
河
流
域
か
ら
准
河
及
び
ヤ
ン
ツ

l
川
下

流
域
、
台
湾
、
遼
東
半
島
に
分
布
し
た
。
細
石
器
文
化
圏
に
展
開
し
た
牧
畜
文
化

は
、
生
活
圏
の
拡
大
過
程
に
お
い
て
、
農
耕
民
と
括
抗
し
た
。
と
れ
は
、
長
域
以
北

の
砂
漠
な
い
し
草
原
生
態
系
に
立
地
し
、
後
に
南
満
州
・
影
町
V
延
び
新
石
器
時
代

中
期
に
は
熱
河
の
林
西
に
達
し
た
。
ま
た
、
秦
嶺
・
准
河
線
以
南
は
、
紀
元
前
二
、

0
0
0年
代
か
ら
つ

0
0
0年
代
の
前
半
に
か
け
て
は
、
農
耕
の
揺
箪
は
定
住
民

の
地
域
的
統
一
を
ほ
と
ん
ど
み
な
か
っ
た
。

一
方
、
黄
土
台
地
を
流
れ
る
黄
河
の
氾

乱
は
、
た
え
ず
治
水
事
業
を
必
要
と
し
、
北
シ
ナ
平
原
へ
の
膨
脹
日
開
発
を
ま
っ
て

農
耕
文
化
が
確
立
さ
れ
た
。
主
要
食
糧
は
黍
・
稜
で
、

お
そ
ら
く
女
子
労
働
に
よ
る

粗
放
な
蒋
耕
と
男
子
に
よ
る
狩
猟
及
び
開
墾
を
も
っ
た
母
系
的
な
社
会
で
あ
っ
た
c



集
約
的
農
耕
の
た
め
に
必
要
条
件
と
な
っ
た
濯
斑
と
家
畜
飼
養
が
父
系
制
へ
の
移
行
条
件
と
な
っ
て
ゆ
く
が
、
初
期
に
は
濯
班
の
機
能
は

部
分
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
少
数
の
支
配
的
諸
氏
族
が
釆
邑
と
し
て
領
有
地
即
ち
築
城
さ
れ
た
諸
土
着
地
に
、

か
れ
ら
の
軍
事
的
家
臣
と

共
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
分
権
的
な
小
国
家
も
、
古
代
的
農
耕
生
産
諸
力
の
発
展
の
中
で
、

と
く
に
大
三
角
洲
に
開
拓
が
進
む
に
つ
れ
公

共
的
な
治
水
事
業
を
進
展
し
、
こ
こ
に
種
族
共
同
体
の
解
体
が
芽
生
え
る
。

古代中国における種族共同代の再編過程と政治地域

ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ

l
ゲ
ル
は
、
「
地
球
上
の
水
不
足
地
帯
の
潜
在
水
力
は
、
特
定
の
歴
史
的
事
情
の
も
と
で
は
じ
め
て
現
実
化
さ
れ
る
。

原
始
人
は
大
昔
か
ら
水
不
足
地
帯
を
知
っ
て
い
た
。
:
:
:
植
物
の
再
生
産
を
利
用
す
る
こ
と
を
覚
え
た
の
ち
に
は
じ
め
て
:
:
:
小
規
模
な

濯
減
農
耕
お
よ
び
、
な
い
し
大
規
模
な
政
府
指
導
下
の
農
耕
を
通
じ
て
、
古
い
自
然
的
背
景
の
新
し
く
発
見
さ
れ
た
性
質
を
操
作
し
は
じ

め
た
。
:
:
:
こ
れ
は
可
能
性
で
あ
っ
て
必
然
性
で
は
な
い
。
:
:
:
人
聞
が
水
不
足
の
地
勢
に
特
殊
的
に
反
作
用
し
て
特
定
の
水
力
的
生
活

秩
序
に
す
す
む
の
は
、
降
雨
農
業
の
強
い
中
心
地
の
影
響
外
で
は
採
取
的
な
生
存
維
持
の
経
済
水
準
以
上
に
は
あ
る
が
、

し
か
し
財
産
を

基
礎
と
す
る
工
業
文
化
の
水
準
に
は
達
し
な
い
ば
あ
い
だ
け
で
あ
る
。
」
(
日
)
と
し
、
中
国
西
南
部
、

イ
ン
ド
、
中
央
ア
メ
リ
カ
で
降
雨
農

業
を
行
な
っ
て
い
る
多
数
の
共
同
体
や
、
水
利
農
業
地
帯
の
辺
縁
の
多
く
の
狩
猟
・
漁
携
・
採
取
部
族
が
濯
慨
農
耕
に
転
換
で
き
な
か
っ

た
こ
と
、
と
れ
は
後
者
に
比
し
て
前
者
が
社
会
よ
り
強
力
な
国
家
の
形
成
し
た
要
因
と
し
て
指
摘
し
た
。
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ

l
ゲ
ル
の
論
理

は
一
貫
し
て
「
水
利
」
環
境
中
心
主
義
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
、
東
洋
の
官
僚
制
を
そ
れ
自
身
固
有
な
「
専
制
」
に
他
な
ら
な
い
と
す
る

こ
と
に
あ
り
、

そ
の
間
に
あ
る
共
同
体
結
合
様
式
に
触
れ
る
こ
と
が
少
い
。

エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
、
国
家
官
僚
が
著
し
く
発
達
し
、
氏

族
組
織
の
に痕
お跡
し、}ま

て存
円在
し
父な
権く
的な
なつ
大た
家。

族し
をか
構一し
山、

芋虫
る四
百で

語主
ア回
1 家

9権
?岩
石長
て権

=力
百を
代破
にる
わに
た足
つ v

f だ

共ザ

E Z 
活字
え> .ヨ
岳た

孟な
こカミ

斗^つ

ら宅
カ1
A 
ロ イ

ン
ド
〈
巴
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し
て
氏
族
を
、

さ
ら
に
氏
族
の
集
合
が
部
族
を
構
成
し
て
い
た
。

ア
l
リ
ア
人
に
よ
る
農
村
社
会
成
立
後
、
順
次
部
族
の
戸
長
が
王
と
な
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り
、
庶
民
の
集
会
に
過
ぎ
な
か
っ
た
人
民
集
会
も
、
宗
教
に
よ
る
共
同
の
自
覚
|
|
実
際
に
は
ア

1
リ
ア
人
に
よ
る
被
征
服
民
ド
ラ
ヴ
ィ

ダ
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
種
族
の
隷
属
の
制
度
化
ー
ー
に
よ
る
民
族
的
結
合
が
進
む
に
つ
れ
、
共
同
体
の
宗
教
的
儀
式
の
執
行
者
た
る
ブ
ラ
l
フ

マ
ナ
、
軍
事
的
貴
族
を
ふ
く
む
貴
族
と
し
て
の
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
に
隷
属
す
る
自
由
民
が
分
化
し
、
ヴ
ア
ル
ナ
(
階
級
)
の
た
め
の
ダ
ル
マ

(
生
活
様
式
の
規
律
)
が
形
成
さ
れ
、
村
ぐ
る
み
の
労
働
、
村
有
団
地
を
媒
介
と
す
る
種
族
共
同
体
の
強
固
な
階
級
社
会
へ
の
直
接
的
転

化
を
み
る
に
宝
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
単
な
る
環
境
要
因
か
ら
の
説
明
で
済
ま
さ
れ
な
い
多
く
の
問
題
を
も
っ
て
い
る
c

三
、
段
・
周
代
の
政
治
地
域
と
種
族
共
同
体

種
族
共
同
体
の
再
編
の
基
本
単
位
は
、
消
費
単
位
と
し
て
の
世
帯
と
生
産
単
位
と
し
て
の
共
同
体
の
相
互
規
定
で
あ
り
、
自
給
経
済
の

解
体
と
再
生
産
圏
な
い
し
自
足
圏
の
拡
大
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
。
各
家
族
の
氏
族
か
ら
の
独
立
と
地
縁
的
な
村
落
の
形
成
が
「
十
分
に

展
開
し
た
場
合
に
は
、
:
:
:
家
父
長
制
的
な
単
婚
家
族
か
ら
成
っ
て
い
る
村
落
共
同
体
が
成
立
」
ハ
設
す
る
が
、

ア
ジ
ア
的
社
会
で
は
最
高

の
統
一
体
の
政
治
的
な
支
配
を
媒
介
と
し
て
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
集
団
的
所
有
の
中
で
家
父
長
制
家
族
が
特
定
の
土
地
区
画
の
世
襲
的
な
占

有
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
成
立
の
主
体
が
た
と
え
家
父
長
制
に
お
い
て
共
通
で
あ
っ
て
も
、
「
被
治
者
の
側
に
家
父
長
制
が
未
成
熟
で
あ

り
、
従
っ
て
所
有
権
が
，
未
確
立
の
た
め
に
、
所
有
は
家
父
長
と
し
て
の
専
制
君
主
に
の
み
実
現
」
(
ぎ
し
た
。
黄
河
流
域
の
自
然
草
野
に
根

を
下
ろ
し
た
肢
の
文
化
は
、
黄
河
の
水
害
か
ら
の
逃
避
と
沃
地
を
求
め
て
の
人
口
移
動
を
伴
っ
て
い
た
が
、
濯
概
と
築
堤
が
氏
族
の
連
合

と
し
て
の
部
族
、
部
族
の
連
合
と
し
て
の
種
族
、

さ
ら
に
種
族
同
盟
を
形
成
す
る
促
進
的
環
境
要
因
と
な
る
。
部
族
共
同
体
は
破
壊
さ
れ

な
い
ま
ま
に
全
体
と
し
て
段
に
隷
属
し
、
被
征
服
部
族
奴
隷
の
国
有
に
基
づ
く
神
政
国
家
の
基
本
部
分
を
構
成
し
た
。

「
史
記
」
に
よ
る
と
、
桑
と
舜
は
自
分
の
息
子
達
の
中
か
ら
後
継
者
を
選
ば
な
か
っ
た
し
、
こ
の
頃
に
は
母
系
氏
族
の
遺
制
が
み
ら
れ
た

が
、
当
時
は
財
は
す
べ
て
氏
族
の
共
有
で
あ
っ
た
。
母
系
氏
族
の
集
合
が
「
姓
」
と
み
ら
れ
、
「
族
」
を
単
位
と
し
て
い
た
が
、
家
畜
飼
育



の
展
開
に
伴
う
父
系
制
へ
の
移
行
に
よ
り
「
族
」
の
分
岐
た
る
「
氏
」
が
成
立
し
た
。
段
の
段
階
に
お
い
て
は
ト
共
同
体
が
「
世
代
を
経

る
に
つ
れ
て
新
た
な
る
氏
を
分
岐
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
母
胎
の
氏
が
族
に
変
じ
、
姓
に
化
し
」
(
岱
)
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
同
(
治
水
を
意

味
す
る
)
に
よ
る
黄
河
治
水
の
伝
説
の
意
味
す
る
三
角
州
の
耕
地
化
に
よ
る
農
業
生
産
力
の
開
発
は
、
草
野
栽
培
を
庭
園
栽
培
に
転
化
し

た
が
、
と
れ
は
水
路
の
開
撃
、
排
水
を
必
要
と
し
た
。
田
は
「
縦
横
に
通
ず
る
水
路
ま
た
茂
る
稲
を
口
(
囲
)
む
」
(
己
意
と
い
わ
れ
、
こ

古代中国における種族共同代の再編過程と政治地域

れ
が
周
の
井
固
に
つ
ら
な
る
。
北
シ
ナ
の
主
要
穀
物
は
黍
・
大
麦
・
小
麦
・
高
梁
で
、
調
耕
(
回
の
集
団
的
耕
作
)
が
役
畜
の
使
用
と
人

工
濯
減
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
過
程
で
、
種
族
の
首
長
の
王
へ
の
転
化
、
共
同
体
の
土
地
の
国
王
の
手
へ
の
集
中
が
あ
ら
わ
れ

る
。
後
に
都
市
、
領
土
を
意
味
す
る
よ
う
な
「
邑
」
す
な
わ
ち
村
落
あ
る
い
は
数
個
の
共
同
体
に
は
、
共
同
体
全
体
の
共
同
耕
作
地
「
公

田
」
と
各
家
族
が
私
的
に
利
用
し
た
「
私
田
」
が
あ
り
、
初
期
に
は
氏
族
日
種
族
的
な
軍
事
的
民
主
制
を
も
っ
長
定
会
議
が
支
配
し
て
い
た

が
、
や
が
て
王
が
土
地
の
名
目
上
の
最
高
所
有
者
か
ら
世
襲
的
な
支
配
者
に
成
長
す
る
。
王
は
「
天
下
」
の
国
土
を
支
配
す
る
「
天
子
」

と
し
て
、
種
族
共
同
体
を
統
一
す
る
が
、
共
同
体
は
「
姓
」
と
い
う
血
縁
集
団
で
、
「
同
祖
同
生
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
っ
た
人
々
・
:

-
:
が
、
楽
会
し
て
住
っ
た
も
の
が
:
:
:
国
で
あ
り
巴
で
あ
っ
た
k
g
o
-
「
氏
は
姓
の
細
分
:
:
:
古
の
国
は
、

国
が
氏
で
あ
る
ま
え
に
姓
で

あ
っ
た
k
g。
交
通
圏
の
拡
大
は
、
「
最
初
か
ら
あ
っ
た
、

あ
る
い
は
比
較
的
に
接
壌
し
て
狭
い
範
囲
の
交
通
圏
の
国
と
固
と
」
が
「
多

く
同
姓
連
合
を
形
成
」
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
「
絶
交
世
界
の
も
の
と
し
て
久
し
い
対
立
を
つ
ず
け
る
と
、
こ
こ
に
世
を
異
に
し
、

生
を

異
に
す
る
『
異
姓
』
が
存
在
し
て
」
〔
幻
)
く
る
。

寸
姓
の
封
鎖
性
や
絶
対
性
が
つ
よ
く
な
り
、

そ
れ
が
よ
り
強
度
の
自
覚
を
い
だ
い
た
血
族

来
固
化
し
て
く
る
と
、

人
々
は
も
は
や
兄
弟
の
血
盟
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
簡
単
に
兄
弟
の
国
の
人
と
人
と
に
は
な
れ
な
か
っ
た
k
g
c
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姓
に
は
、
「
そ
の
姓
の
人
の
み
司
掌
し
う
る
特
別
な
事
物
や
職
業
が
あ
る
と
い
う
観
念
」
(
き
が
生
じ
、
こ
こ
に
は
「
向
性
不
婚
の
礼
則
」
(
ぎ

が
あ
っ
た
。
近
隣
の
種
族
と
の
闘
争
に
お
い
て
も
、
被
征
服
種
族
の
社
会
秩
序
を
か
え
ず
、
従
来
の
長
老
た
ち
を
残
し
か
れ
ら
に
尊
号
を



32 

与
え
た
P

し
か
し
、
姓
の
制
度
も
、
「
遠
隔
の
諸
夏
の
人
を
も
親
類
の
観
念
を
も
っ
て
相
結
ぶ
所
以
の
も
の
と
な
っ
て
そ
の
歴
史
的
な
役

割
を
終
り
、
・
:
・
:
秦
を
最
後
と
し
て
天
子
に
す
ら
姓
は
も
は
や
・
無
用
の
存
在
と
な
り
:
;
:
親
類
の
観
念
と
同
一
文
化
圏
の
観
念
に
よ
っ
て
'

相
結
ぼ
れ
た
全
面
的
な
同
質
社
会
が
形
成
」
(
ぎ
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

周
は
定
住
牧
畜
民
の
分
岐
と
し
て
、
井
田
制
を
完
成
さ
せ
、
定
住
農
耕
民
に
成
長
し
た
が
、
農
業
生
産
力
の
発
展
は
父
系
氏
族
を
成
長

発
展
さ
せ
、
食
糧
資
源
の
供
給
拡
大
は
父
系
氏
族
の
不
断
の
分
岐
を
も
す
す
め
た
。
血
縁
関
係
は
弛
緩
し
、
地
縁
関
係
が
重
要
性
が
増
し

て
く
る
が
、
こ
れ
と
同
時
に
「
庭
園
栽
培
」
に
よ
る
周
人
の
父
系
氏
族
の
構
成
す
る
部
族
か
ら
土
地
所
有
の
階
層
分
化
が
す
す
み
、

カミ
つ

て
の
股
の
集
落
「
正
」
J

は
集
積
し
て
「
邑
」
と
な
る
。
周
域
は
周
王
の
親
族
や
側
近
者
た
ち
の
貴
族
聞
に
分
配
さ
れ
、
周
王
に
定
期
的
な

貢
納
を
す
る
独
立
小
王
国
の
統
治
者
を
族
生
し
て
ゆ
く
。
や
が
て
五
家
族
が
近
隣
共
同
体
即
ち
「
隣
」
を
、

五
隣
が
村
即
ち
「
塁
」
を
、
!

四
里
が
氏
族
即
ち
「
族
」
を
、

五
族
が
群
即
ち
「
党
」
を
、

五
党
が
地
区
即
ち
「
州
」
を
、

五
州
が
「
郷
」
を
形
成
し
、
世
襲
的
な
専
制

君
主
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
に
な
る
。
と
の
中
か
ら
豪
族
の
大
土
地
所
有
と
、
武
人
・
官
僚
・
商
人
の
土
地
兼
併
が
す
す
み
、
秦
漢
時
代

に
移
行
す
る
。
姓
に
よ
る
統
一
の
弛
綾
が
よ
び
お
こ
し
た
も
の
が
、
同
姓
不
婚
に
よ
り
象
徴
さ
れ
る
宗
法
で
あ
り
、

血
縁
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

ー
と
し
て
種
族
共
同
体
の
同
族
社
会
へ
の
転
化
が
生
ま
れ
た
。
異
積
族
と
の
接
触
、
こ
の
中
で
は
血
縁
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

l
は
よ
り
一
層
強

化
さ
れ
、
「
風
土
を
異
に
す
る
」
湿
潤
地
域
と
乾
燥
地
域
の
接
触
・
対
立
・
融
合
の
聞
に
発
展
し
た
古
代
中
国
で
は
、
定
住
の
欠
如
(
か
れ
ら

は
絶
え
ず
他
の
集
団
と
変
渉
を
求
め
る
)
す
る
遊
牧
社
会
(
西
方
)
と
、
定
住
農
耕
社
会
(
同
質
の
生
産
の
場
、
治
水
を
必
要
と
し
た
外

災
に
よ
る
共
同
の
利
害
、
従
っ
て
血
縁
関
係
の
濃
い
村
落
共
同
体
の
形
成
を
み
る
東
方
)
の
相
魁
の
歴
史
が
す
す
み
つ
つ
も
、

「
東
方
の

進
ん
だ
農
耕
文
化
、
封
鎖
的
な
農
耕
社
会
の
上
に
、
西
方
の
統
一
的
な
政
治
技
術
、
普
遍
的
な
政
治
原
理
が
の
つ
か
る
だ
け
」
(
恕
で
「
こ

れ
ら
は
共
存
し
つ
つ
も
何
等
の
相
魁
を
起
き
な
い
:
;
:
一
見
一
個
の
見
事
な
統
一
社
会
が
形
成
」
(
恕
さ
れ
た
か
に
み
与
え
る
周
代
の
い
わ
ゆ



る
「
古
代
封
建
制
」
が
う
ま
れ
た
。
宗
法
は
さ
ら
に
尊
祖
・
敬
宗
・
収
族
の
三
位
一
体
と
し
て
、
家
長
的
家
族
を
普
遍
化
し
、
王
城
を
核

心
と
し
国
を
外
郭
と
し
て
描
く
地
域
た
る
邦
(
幸
は
穀
物
、
国
ぽ
部
族
成
員
の
集
落
な
い
し
大
宗
の
当
主
た
る
郷
大
夫
の
知
行
所
)
に
す

す
ん
だ
。
そ
し
て
、
血
縁
関
係
は
擬
制
化
さ
れ
て
地
縁
関
係
に
転
化
し
、
共
同
の
血
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
る
一
族
の
生
活
の
本
拠
を
な
す
共

同
の
場
即
ち
田
園
の
設
立
が
「
封
建
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
れ
が
春
秋
で
あ
り
、
水
田
耕
作
と
牛
耕
の
発
達
、
農
奴
労
働
の
重
要
性

古代中国における種族共同代の再編過程と政治地域

の
増
大
、
「
社
会
の
基
本
的
な
変
革
を
も
た
ら
す
力
で
あ
る
生
産
力
の
発
展
を
促
す
も
の
と
し
て
、
:
:
:
鉄
器
時
代
に
入
り
」
つ
つ
も
「
た

と
え
黄
土
平
原
上
に
お
い
て
農
耕
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
ご
く
規
模
の
小
さ
い
も
の
で
、

そ
れ
の
み
で
生
計
を
立
て
る
と
と
が

困
難
」
(
包
で
あ
っ
た
し
、
家
父
長
的
土
地
所
有
の
発
展
す
る
一
方
に
は
強
固
な
前
期
の
遺
制
が
み
ら
れ
た
。

四
、
春
秋
・
戦
国
よ
り
秦
に
至
る
聞
の
政
治
地
域
に
お
け
る
種
族
共
同
体
の
遺
制
と
再
編「

阜
地
農
法
の
成
立
は
、

お
そ
ら
く
そ
れ
以
前
の

戦
国
時
代
に
は
土
地
所
有
の
強
化
と
拡
大
、
離
農
な
い
し
小
作
人
化
が
み
ら
れ
る
。

よ
り
強
い
共
同
体
社
会
を
さ
ら
に
分
解
し
て
、
共
同
体
に
家
父
長
的
土
地
所
有
を
成
立
さ
せ
」
(
ぢ
た
が
、
閏
平
地
農
業
が
共
同
体
で
処
理
で

き
な
く
な
る
と
共
に
、
「
一
面
に
お
い
て
家
父
長
的
な
土
地
所
有
を
成
立
せ
し
め
る
反
面
、

ま
た
一
面
に
お
い
て
は
共
同
体
内
の
劣
敗
者
、

あ
る
い
は
生
産
力
の
発
展
に
あ
ず
か
り
え
な
か
っ
た
他
の
共
同
体
の
成
員
は
、
こ
の
家
父
長
的
な
土
地
所
有
者
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
ゆ

く
。
:
:
:
そ
の
結
果
、
家
父
長
的
土
地
所
有
者
の
構
成
の
中
に
、

そ
れ
と
血
縁
関
係
の
な
い
非
血
縁
者
が
隷
属
的
な
地
位
を
得
て
く

る
」
(
幻
〉
。
そ
れ
は
さ
ら
に
「
家
父
長
的
家
内
奴
隷
所
有
者
の
同
族
的
結
合
体
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
豪
族
的
な
も
の
を
形
成
す
る
。
:
:
:
た

と
え
そ
の
あ
い
だ
に
血
縁
的
な
系
譜
の
断
絶
が
あ
る
と
し
て
も
、
型
態
的
に
は
唐
代
ま
で
続
く
」
忘
)
。
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秦
漢
帝
国
は
、
家
父
長
的
土
地
所
有
者
と
し
て
の
小
農
民
を
支
配
す
る
構
造
と
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
こ
れ
ら
小
農
民

の
私
的
な
土
地
所
有
(
名
田
所
有
)
を
み
と
め
た
。
そ
し
て
、
「
秦
漠
帝
国
は
そ
の
支
配
の
機
構
と
し
て
、
支
配
者
と
し
て
の
帝
国
み
ず
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か
ら
が
豪
族
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
家
父
長
的
家
内
奴
隷
所
有
者
的
性
格
を
と
っ
て
行
」
(
怒
き
、

「
宗
法
秩
序
を
排
除
し
て
、

非
血
縁
者
の

家
父
長
的
君
主
へ
の
隷
属
と
い
う
形
、
す
な
わ
ち
権
力
の
唯
一
の
存
在
の
場
所
が
君
主
で
あ
っ
て
官
僚
は
そ
の
権
力
の
発
現
の
手
段
で
あ

る
と
い
う
形
に
お
い
て
、
家
父
長
的
家
内
奴
隷
制
を
性
格
と
す
る
豪
族
の
構
造
と
一
致
」
(
悲
し
た
。

こ
れ
が
郡
県
制
に
あ
ら
わ
れ
た
官
僚

制
で
あ
り
、
周
の
宗
法
は
取
捨
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
家
父
長
制
を
維
持
し
、
郷
村
に
お
い
て
そ
れ
を
再
編
し
た
。
即
ち
親
親
は
尊
祖
に
、
尊
尊

は
敬
宗
に
、
長
長
は
収
族
に
通
ず
る
も
の
で
、
農
業
の
経
験
者
と
し
て
の
年
長
者
を
敬
う
こ
と
が
、
新
興
地
主
の
家
父
長
制
形
成
の
因
子

と
も
な
る
。
郷
村
成
員
は
擬
制
的
血
縁
関
係
に
お
い
て
、

そ
の
ま
ま
家
族
成
員
と
な
っ
て
同
一
の
姓
を
名
乗
り
、
他
の
郷
村
か
ら
転
入
し

て
く
る
異
姓
者
も
旧
姓
を
棄
て
て
、

そ
の
郷
村
に
お
け
る
共
通
の
姓
を
名
乗
っ
た
。
郷
村
の
社
の
数
も
、
姓
の
数
に
対
応
し
、
国
家
は
こ

の
よ
う
な
郷
村
を
地
域
的
単
位
と
し
て
形
成
さ
れ
、
氏
族
貴
族
も
血
縁
の
優
越
か
ら
脱
落
し
、
軍
事
貴
族
に
更
生
す
る
。
秦
の
天
下
統
一
'

は
、
軍
事
貴
族
の
武
力
抗
争
を
背
景
と
し
、
国
家
は
か
れ
ら
の
生
活
の
本
拠
と
化
し
た
。
か
く
し
て
、
「
姓
」
集
団
は
、
単
婚
家
族
を
ふ
く

そ
の
中
国
的
な
あ
ら
わ
れ
は
こ
こ
に

む
血
族
集
団
の
「
地
縁
」
化
と
い
う
形
で
、
擬
制
的
に
再
編
さ
れ
る
が
、

ア
ジ
ア
的
停
滞
の
一
面
、

深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
。
孔
子
の
思
想
は
、

つ
と
に
こ
の
よ
う
な
小
家
族
を
倫
理
の
基
盤
に
し
た
が
、
「
天
下
」
の
思
想
は
と
の
理
念

を
家
父
長
制
合
理
化
の
た
め
に
転
化
し
た
。
後
に
、
華
中
・
華
南
に
政
治
地
域
の
拡
大
が
す
す
め
ら
れ
て
も
、
こ
の
原
理
は
長
く
支
配
し

た
。
農
耕
の
、

と
く
に
水
田
耕
作
の
集
約
化
が
要
求
し
た
手
労
働
体
系
が
、
あ
る
い
は
こ
の
原
理
の
支
配
を
助
長
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
は
な
お
、
地
理
的
側
面

l
l地
理
学
独
自
の
環
境
論
に
限
ら
ず

l
lに
お
け
る
古
代
中
国
の
よ
り
詳
細
な
分
析
に
際
し
、
余
り
に

も
多
く
の
未
解
決
の
問
題
点
が
累
積
し
て
い
る
。

五
、
中
国
の
歴
史
地
理
の
個
性
的
法
則
と
し
て
の
環
境
と
地
域
の
試
論

中
国
に
お
け
る
「
社
会
」
は
、

一
部
族
の
人
々
が
共
に
把
る
社
に
起
源
を
も
ち
、
部
族
的
共
同
社
会
(
共
同
の
社
神
を
中
心
と
し
て
成



立
し
た
血
縁
的
な
も
の
)
が
地
緑
的
共
同
社
会
に
発
展
し
た
(
怒
っ
「
社
」
な
い
し
「
会
」
と
よ
ば
れ
る
ギ
ル
ド
が
漢
代
に
な
っ
て
農
村
各

地
に
発
生
し
た
が
、
「
氏
族
的
な
も
の
の
漢
代
に
お
け
る
崩
壊
に
も
拘
ら
ず
、
強
固
な
血
縁
観
念
及
び
祖
先
祭
杷
を
中
心
と
す
る
諸
々
の

制
度
は
永
く
後
代
ま
で
遺
存
」
(
怨
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
「
氏
族
団
体
そ
の
も
の
の
一
完
全
な
崩
壊
で
は
な
く
、
実
は
氏
族
経
済
の
み
の

崩
壊
」
(
号
で
あ
っ
た
。
各
ギ
ル
ド
の
独
立
性
と
孤
立
性
に
由
来
す
る
割
拠
主
義
の
中
で
、

対
内
的
な
機
会
均
等
と
対
外
的
な
独
占
が
展
開

古代中国における種族共同代の再編過程と政治地成

し
〈
ゆ
く
が
、
こ
れ
は
農
村
共
同
体
の
分
散
的
存
在
と
各
共
同
体
の
孤
立
と
結
合
す
る
つ
「
完
全
な
同
質
性
を
も
ち
、
社
会
的
容
積
の
小

さ
い
原
始
共
産
体
に
お
い
て
は
、
共
同
社
会
性
が
極
大
に
達
す
る
と
共
に
、
人
々
は
自
己
の
全
人
格
を
挙
げ
て
一
箇
の
集
団
中
に
没
入
し

て
い
る
0

・
:
:
分
化
せ
る
社
会
に
お
い
て
は
、
個
人
が
社
会
的
諸
圏
の
交
叉
点
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
己
れ
の
個
性
を
回
復
す
る
。
こ

ω

個
性
の
自
覚
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
平
等
思
想
の
前
提
」
(
お
〉
で
あ
っ
た
。

い
わ
ば
、
絶
対
支
配
の
お
ら
れ
る
外
部
で
「
東
洋
的
専
制
」
が

進
行
し
つ
つ
も
、
氏
族
的
な
い
し
同
族
的
な
「
平
等
思
想
」
が
残
存
し
た
。

ア
ジ
ア
社
会
は
、
季
節
風
だ
け
が
、
あ
る
い
は
濯
慨
だ
け
が

宿
命
づ
け
た
停
滞
社
会
で
は
な
い
。
「
中
国
の
秦
・
漢
の
時
代
に
存
す
る
小
作
制
:
:
:
は
家
内
奴
隷
制
で
:
:
:
家
内
奴
隷
制
の
段
階
に
お

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
労
働
奴
隷
制
に
先
行
し
た
家
内
奴
隷
に
つ
い
て
も

ま
だ
基
本
的
な
関
係
は
共
同
体
に
あ
」
(
幻
)
っ
た
が
、

ア
ツ

い
て
は
、

ア
で
は
労
働
奴
隷
制
が
十
分
に
発
達
せ
ず
、
内
部
に
労
働
奴
隷
制
の
可
能
性
を
は
ら
み
な
が
ら
、
家
内
奴
隷
制
が
あ
る
て
い
ど
続
い
て
ゆ

く
。
中
島
健
一
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
奴
隷
制
に
つ
い
て
、
「
じ
つ
は
耕
種
部
門
で
は
典
型
的
に
発
展
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
耕
種
部

円
よ
り
も
む
し
ろ
ほ
か
の
方
面
で
、
す
な
わ
ち
鉱
山
労
働
と
か
、
道
路
工
事
ま
た
は
雑
役
と
か
、
あ
る
い
は
:
:
:
手
工
業
経
営
と
か
、

さ

ら
に
は
・
:
・
:
果
樹
園
芸
農
法
や
養
畜
経
営
に
、

じ
つ
は
労
働
奴
隷
制
が
典
型
的
に
発
達
し
た
:
:
:
耕
種
部
門
に
お
い
て
は
:
:
:
広
汎
な
賦

役
労
働
を
伴
う
と
こ
ろ
の
貢
納
制
と
い
う
も
の
が
、
労
働
奴
隷
制
の
未
成
熟
の
ま
ま
で
、
非
常
に
早
く
か
ら
発
達
し
て
い
る
」
(
ぎ
と
論
じ

35 

た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
奴
隷
制
が
お
か
れ
て
い
る
歴
史
的
環
境
、
例
え
ば
そ
の
社
会
に
商
業
資
本
が
ど
れ
だ
け
発
展
し
て
い
た
か
ど
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う
か
と
い
う
点
を
必
ず
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
与
と
の
批
判
も
あ
る
。

環
境
は
、
集
団
に
対
し
可
能
的
条
件
を
与
え
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
立
場
は
、

さ
ら
に
進
ん
で
主
体
的
環
境
の
認
識
に
よ
っ
て
弁

証
法
的
に
高
め
ら
れ
た
。
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ

l
ゲ
ル
の
理
論
に
は
、
傾
聴
に
値
す
る
も
の
を
多
く
含
ん
で
い
る
が
、
水
の
理
論
が
余
り
に
も

露
骨
な
東
洋
へ
の
侮
蔑
に
転
化
し
か
ね
な
い
で
い
る
。
人
間
中
心
的
視
野
、

と
く
に
社
会
構
成
体
そ
の
も
の
の
環
境
へ
の
対
決
の
把
握

が
、
「
地
域
」
集
団
の
分
析
の
視
野
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
原
始
共
同
体
に
お
い
て
作
用
し
た
と
思
わ
れ
る
環
境
諸
要
因
を
超
歴

史
的
に
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
、
極
力
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
問
時
に
環
境
へ
の
対
決
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
種
族
共
同
体
段

階
の
初
期
的
様
式
を
、
そ
れ
自
身
地
域
に
固
有
な
類
型
と
し
て
把
握
す
る
と
と
に
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
危
険
が
内
蔵
し
て
い
る
。
こ
の

問
題
を
そ
れ
自
身
の
課
題
と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
過
程
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
追
究
す
る
立
場
は
、
歴
史
地
理
学
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ア
ジ
ア
大
陸
の
各
地
域
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
条
件
と
の
対
決
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
原
初
的
な
文
化
類
型
、

そ
の
中
に
包
蔵

さ
れ
つ
つ
自
己
発
展
を
と
げ
た
生
産
諸
様
式
、

と
く
に
種
族
共
同
体
の
再
編
様
式
、

さ
ら
に
そ
れ
が
国
家
の
前
期
的
官
僚
制
と
し
て
政
治

地
域
の
構
造
規
定
を
と
げ
る
詰
様
式
、
こ
れ
が
古
代
の
政
治
地
理
学
、
あ
る
い
は
古
代
政
治
地
域
の
歴
史
地
理
学
の
解
明
す
べ
き
課
題
で

あ
る
。
中
国
に
お
い
て
、
黄
河
水
系
の
も
っ
た
治
水
の
機
能
が
、
労
働
力
の
集
積
を
よ
び
お
こ
し
た
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
濯
概
農
業

の
立
地
が
こ
の
地
域
の
政
治
地
理
に
重
要
な
横
揮
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
は
季
節
風
気
候
帯
の
縁
辺
域
に
お
け
る

半
乾
燥
気
候
下
の
三
角
州
の
開
拓
と
共
に
本
格
化
し
た
、
種
族
共
同
体
の
本
来
的
機
能
た
る
血
縁
的
原
理
の
地
縁
的
原
理
へ
の
転
化
の
過

程
そ
の
も
の
と
平
行
し
て
お
り
、
こ
れ
は
周
辺
地
区
に
お
け
る
異
種
族
と
の
対
立
抗
争
の
激
し
い
古
代
史
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。



む

す

び

以
上
、

ア
ジ
デ
と
く
に
中
国
の
古
代
に
つ
い
て
、
政
治
地
域
の
形
成
原
理
を
歴
史
地
理
的
視
野
に
お
い
て
概
観
し
た
。
多
く
の
疑
問
と

将
来
へ
の
課
題
を
残
し
て
い
る
が
、
更
に
改
め
て
変
革
期
の
ア
ジ
ア
社
会
の
分
析
を
す
す
め
、

い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ア
的
停
滞
の
地
理
学
的
指

向
、
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
り
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
下
さ
っ
た
方
々
、

と
く
に
静
岡
大
学
佐
々
木
清
治
、
東
京
学
芸
大
学
の
岩
田
孝

古代中国における種族共同代の7再編過程と政治地域

三
、
な
ら
び
に
椙
村
大
彬
の
諸
氏
に
対
し
、
深
く
誠
意
を
表
す
る
む

(注
)

(

1

)

拙
稿
「
政
治
地
域
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
諸
問
題
点
」
歴
史
地
理
学
紀
要

I
(
一
九
五
人
)

(
2
)
村
松
繁
樹
・
川
喜
田
二
郎
「
人
文
地
理
学
入
門
」
四
五
七
|
四
八
三
頁
(
と
く
に
四
六
三
頁
以
降
)
一
九
五
四

(
3
)
江
上
波
夫
「
文
化
交
流
と
文
化
遺
産
」
(
現
代
史
講
座
V
)

一
二
三
|
四
O
頁

一

九

五

三

東

京

(
4
)
K
・
A
・
ウ
イ
ッ
ト
フ
オ
l
ゲ
ル
(
森
谷
克
己
・
平
野
義
太
郎
訳
)
「
東
洋
的
社
会
の
理
論
」
一
九
三
九
東
京

(
5
)
巧
与

m
F
冨-一

g
H
B仲円宮内印仲間何回
n
z
n
v
R
(〉
σ江田印円四四円

g
-
4
m吋叩曲目白ロ

ω
O
N
E
-
Cロ
門
目
当
日
立
凶
与
え
Z
m
g
n
E
n
v
F
E印
骨
ロ

s
n
y
m巳回目印
g

g
〈。門戸四回ロロ
m
g
4
0ロ
H
M

円。戸

ω・回目
--B回
ロ
ロ
ロ
ロ
円
山
口
吋
・
ロ
向
・

2-三
)
冨
E
n
Zロロロ向日

Fa-wN片
岡
巴
匡

邦
訳
(
黒
正
巌
、
青
山
秀
夫
訳
「
一
般
社
会
経
済
史
要
論
」
一
九
五
九
版
東
京
)

(
6
)
増
田
四
郎
「
都
市
」
一
一
八
l
二
九
頁
一
九
五
七
東
京

(
7
)
K
・
マ
ル
ク
ス
(
岡
崎
次
郎
訳
)
「
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
」
と
く
に
八

l
一
一
二
一
良
一
九
五
九
東
京

(
8
)
共
同
態
の
用
語
は
大
塚
久
雄
「
共
同
体
の
基
礎
理
論
」
一
九
六
一
東
京
に
よ
る
。

(
9
)
向
書
五
四
頁

(
叩
)
ぎ
宮
内
omm}旬
開

-
P
噂。ュ
E
S
-
-
)冊目旬。立田
2
・

S
S
2
2〈
J

円。ユ

T
邦
訳
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
訳
)
「
東
詳
的
専
制
主
義
」
一
七

l

一
八
頁
一
九
六
一
東
京

(
日
)
中
村
元
「
最
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
共
同
体
の
形
成
」
(
共
同
体
の
研
究
上
)

京
都
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一
九
五
八

東
京

二
五
六
|
一
一
八
六
五
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(
ロ
)
「
歴
史
学
の
成
果
と
課
題
」
(
古
代
国
家
)
一
一
一
頁

(
日
)
井
村
薫
雄
「
中
国
古
代
社
会
経
済
の
研
究
」
三
七
頁

(
U
)
同
書
五
三
頁

(
お
)
山
田
統
「
天
下
と
い
ふ
観
念
と
国
家
の
形
成
」
一
一
一
七
頁

(
路
)
同
書
一
五
八
頁

(η)
同
書
二
八
一
一
良

(
路
)
同
書
一
六
五
頁

(
問
)
同
書
一
七
九
頁

(
却
)
三
上
次
男
「
古
代
中
国
に
お
け
る
東
方
と
西
方
」
八
一
一
貝
共
同
研
究
(
古
代
国
家
)
一
九
四
九
東
京

(
幻
)
西
嶋
定
生
「
古
代
国
家
の
権
力
構
造
」
(
歴
史
学
研
究
会
一
九
五

O
年
報
告
「
国
家
権
力
の
諸
段
階
」
一
|
二
四
頁
)
人

l
九
頁

(
辺
)
同
書
一
一
頁

(
お
)
同
書
一
八
頁

(
担
)
銅
直
勇
「
『
社
会
』
続
考
」
日
本
大
学
文
学
部
研
究
年
報
第
七
輯
(
一
九
五
六
)
九

l
二
七
頁

(
お
)
清
水
盛
光
「
支
那
社
会
の
研
究
」
一
一
ー
一
一
一
頁
一
九
三
九
東
京

(
部
)
同
書
一
三
四

l
一
三
五
頁

(
訂
)
前
掲
書
(
二
一
)
一
二
六
|
三
七
頁

(
部
)
同
書
三
四
|
三
五
頁

(
却
)
同
書
三
六
頁

そ
の
他
の
参
考
文
献

ー

!JF4ロ
ロ
円
同
時
一
一
〈
o-W21HM凹
可

n
v
o
z
m
-
m
-

回同凶

H
H
H
・

UFm-vo--昨
日
目

n
F刊
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